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pを正の整数とする．α, βはxに関する方程式x2−2px−1 = 0の 2つの解で， α > 1

であるとする．

(1) すべての正の整数 nに対し，αn + βnは整数であり，さらに偶数であることを証
明せよ．

(2) 極限 lim
n→∞

(−α)n sin(αnπ)を求めよ．


